
 

港湾事業の再評価項目調書 
 

 事業名（箇所名）  国際物流ターミナル整備事業（徳山下松港 新南陽地区） 

 実 施 箇 所  山口県周南市 

 該 当 基 準  再評価実施後、一定期間が経過している事業 

（費用対効果分析を実施しないことができる規定を適用） 

 主 な 事 業 の 諸 元  岸壁（水深12m）、航路・泊地（水深12m）、臨港道路、ふ頭用地 

 事 業 期 間  事業採択  平成９年度  完了  平成２8年度 

 総事業費（億円）  360  残事業費（億円）  36 

 目 的 ・ 必 要 性 石炭等のバルク貨物を輸送する船舶の大型化に対応した国際物流ターミナルを整備する 

 便 益 の 主 な 根 拠 船舶の大型化による、海上輸送コスト削減便益 

（平成29年以降予測取扱貨物量：石炭270万トン／年） 

 事 業 全 体 の 
 
 投 資 効 率 性 

 基準年度  平成23年度 

 B：総便益（億円） 821  Ｃ：総費用（億円） 367  全体Ｂ／Ｃ     2.2 

 B－Ｃ 454  ＥＩＲＲ（%） 8.0  

 残事業の投資効率性  B：総便益（億円） 656  Ｃ：総費用（億円） 198  継続Ｂ／Ｃ     3.3 

 感 度 分 析                  事業全体のＢ／Ｃ  残事業のＢ／Ｃ 
 需  要（-10％～+10％）    （2.0～2.5）   （3.0～3.7） 
 建 設 費（+10％～-10％）    （2.1～2.4）   （3.0～3.7） 
建設期間（+10％～-10％）    （2.2～2.3）   （3.3～3.4） 

 事 業 の 効 果 等  石炭等のバルク貨物の安定的かつ低廉な輸送が確保され、基礎素材型産業の国際競争力強
化と地域経済の発展に寄与する 

 社会情勢等の変化 
・平成20年５月 背後企業の新規石炭火力発電所が稼働を開始し、石炭の需要が増加 

・平成23年１月 新南陽地区岸壁（水深12ｍ）における輸入石炭の取扱が開始 

 主な事業の進捗状況  総事業費360億円  既投資額324億円  平成26年度末現在の事業進捗率90％ 

 事業の進捗の見込み  平成28年度に完成予定 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

浚渫土砂の投入方法を見直した結果、約130百万円のコスト縮減が図られた 

 対応方針（原案）  継続 

 対 応 方 針 理 由  十分な事業の投資効果が見込まれると判断でき、港湾管理者からも早期完成が強く要望さ
れているため 

 そ の 他 
（その他の指標による効果） 
・背後に立地する基礎素材型産業の主要な原材料であるバルク貨物の物流効率化が図ら

れ、我が国産業の国際競争力が向上し、基礎素材を使用する広範な産業に裨益が期待さ
れる 

・石炭等輸送船舶の大型化が図られ、入出港回数が低減されることから、航路を航行する
船舶の輻輳が緩和される 

・海上輸送の効率化により、ＣＯ2やＮＯx等の排出ガスの低減が図られる 

（注）費用対効果分析に係る項目は、平成23年評価時点 
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概
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光
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湾
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２
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．
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事
業
の
概
要
と
進
捗
状
況

・
平

成
9
年

度
に
事

業
着

手

【
岸
壁
（
-
1
2
m
）
、
航
路
・
泊
地
（
-
1
2
m
）
、
臨
港
道
路
、
埠
頭
用
地
】

・
平
成
1
6
年
度
に
岸
壁
（
-
1
2
m
）
が
完
成

・
平
成
2
6
年
度
末
の
全
体
進
捗
率
9
0
％

・
残

事
業

は
平

成
2
8
年

度
に
完

了
予

定

■
事

業
の
進

捗
状

況

（
事
業
期
間
：
平
成
9
年
度
～
平
成
2
8
年
度
）

施
設
名

岸
壁
（
-
1
2
m
)

航
路
・
泊
地
(
-
1
2
m
)

臨
港
道
路

ふ
頭
用
地

合
計

整
備
数
量

2
4
0
m

1
5
4
h
a

2
4
0
m

4
.2
h
a

－

全
体
事
業
費

3
8
億
円

3
1
5
億
円

1
億
円

7
億
円

3
6
0
億
円

既
投
資
額

3
8
億
円

2
8
1
億
円

1
億
円

5
億
円

3
2
4
億
円

残
事
業
費

－
3
4
億
円

－
2
億
円

3
6
億
円

進
捗
率

完
了

8
9
%

完
了

6
9
%

9
0
%

６
．
事
業
の
概

要
と
進

捗
状
況

※
端
数
処
理
の
た
め
、
各

項
目

の
金

額
の
和

は
必
ず
し
も
合

計
と
は
な
ら
な
い
。航

路
･
泊

地
（
-
1
2
m
）

岸
壁
（
-
1
2
m
）

臨
港
道
路

ふ
頭

用
地

航
路
・
泊
地
（
水
深
-
1
2
m
）

施
設
規
模

1
5
4
h
a

事
業
費

3
1
5
億
円

岸
壁
（
水
深
-
1
2
m
）

施
設
規
模

2
4
0
m

事
業
費

3
8
億
円

臨
港
道
路

施
設
規
模

2
4
0
m

事
業
費

1
億
円

ふ
頭
用
地

施
設
規
模

4
.2
h
a

事
業
費

7
億
円

徳
山

下
松

港
新

南
陽

地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
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19
0

20
1

19
1

27
0

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

（
万

ト
ン

）
〔
石

炭
〕
新

南
陽

地
区

の
取

扱
貨

物
量

の
見

込
み

以 後 一 定

設
定

貨
物

量

19
3

27
0

○
新

南
陽

地
区

に
立

地
す
る
Ａ
社

に
お
け
る
輸

入
石

炭
は
、
同

社
が
所

有
す
る
石

炭
火

力
発

電
所

の
燃

料
用

と
し
て
利

用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
全

量
が
同

地
区

の
公

共
岸

壁
（
水

深
-
1
2
m
）
で
、
平

成
2
3
年

に
1
9
0
万

ト
ン
、
平

成
2
4
年

に
2
0
1
万

ト
ン
、

平
成

2
5
年

に
1
9
1
万

ト
ン
が
陸

揚
げ
さ
れ
た

○
Ａ
社
で
は
、
近
年
、
苛
性
ソ
ー
ダ
（
化
学
繊
維
な
ど
の
多
分
野
で
使
用
）
、
Ｍ
Ｄ
Ｉ（
ウ
レ
タ
ン
原

料
）
等

の
製

造
能

力
を
増

強
し

て
い
る
。
ま
た
、
塩

化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
（
塩

化
ビ
ニ
ル
樹

脂
の
原

料
）
に
つ
い
て
は
、
平

成
2
3
年

の
プ
ラ
ン
ト
事

故
に
よ
り

製
造

能
力

が
低

下
し
て
い
た
が
、
平

成
2
6
年

1
1
月

に
は
製

造
能

力
の
増

強
工

事
が
完

工
す
る
予

定
。
こ
れ
ら
増

産
体

制
に
よ
り
平

成
2
9
年

に
石

炭
火

力
発

電
所

（
自

家
発

電
所

）
が
フ
ル
稼

働
と
な
る

○
平
成
2
0
年

5
月
に
、
新
た
な
石
炭
火
力
発
電
所
（
自
家
発
電
所
）
が
完
成

し
、
今

後
、
上

記
新

規
設

備
の
稼

働
開

始
等

に
よ
り
、
平

成
2
9
年

に
は
石

炭
（
輸

入
）
の
需

要
量

が
年

間
2
7
0
万

ト
ン
と
見

込
ま
れ
る

７
．
費
用
便
益
分
析
に
お
け
る
貨
物
量
の
設
定

徳
山

下
松

港
新

南
陽

地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
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８
．
事

業
の
効

果
①

■
輸
送
船
舶
の
大
型
化
に
伴
う
海
上
輸
送
効
率
化
便
益

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

型
船

舶
の
入

港
が
可

能
と
な
り
、
年

間
４
２
．
２
億

円
の
海

上
輸

送
コ
ス
ト
が

削
減
さ
れ
る
（
平
成
2
9
年
度
の
場
合
）

徳
山

下
松

港
新

南
陽

地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

石
炭

運
搬

船
の
大

型
化

に
よ
る
海

上
輸

送
の

効
率

化

W
it
h
o
u
t時

荷
主

（
徳

山
下

松
港

背
後

立
地

企
業

）

徳
山

下
松

港
（
新

南
陽

地
区

）
専

用
桟

橋
（
水

深
-
9
m
）

輸
入

仕
出

国
（
ｲ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾈ
ｼ
ｱ
、
ｵ
ｰ
ｽ
ﾄﾗ

ﾘ
ｱ
、
中
国
）

海
上
輸
送

（
1
0
,0
0
0
D
W
T
級
船
舶
）

W
it
h
時

荷
主

（
徳

山
下

松
港

背
後

立
地

企
業

）

徳
山

下
松

港
（
新

南
陽

地
区

）
公
共
岸
壁
（
水
深
-
1
2
m
）

輸
入

仕
出

国
（
ｲ
ﾝ
ﾄﾞ
ﾈ
ｼ
ｱ
、
ｵ
ｰ
ｽ
ﾄﾗ

ﾘ
ｱ
、
ロ
シ
ア
）

海
上

輸
送

（
3
0
,0
0
0
D
W
T
級
船
舶
）

12



・
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
に
よ
り
、
貨

物
の
海

上
輸

送
の
効

率
化

が
図

ら
れ
、
C
O

2
、
N
O

X
排

出
量

が
削

減
さ
れ
る

・
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
に
よ
り
、
背

後
立

地
企

業
の
物

流
効

率
化

が
図

ら
れ
、
地

域
産

業
の
国

際
競

争
力

が
向

上
す
る

８
．
事

業
の
効

果
②

■
そ
の
他
の
効
果

○
環
境
負
荷
の
軽
減

○
地
域
産
業

の
安

定
・
発

展
に
貢

献

○
航
路
航
行
の
安
全
性
の
向
上

・
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
に
よ
り
、
石

炭
等

の
輸

送
に
用

い
ら
れ
る
船

舶
の
大

型
化

が
図

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
入

出
港

回
数

が
低
減
さ
れ
、
航
路
を
通
航
す
る
船
舶
の
輻
輳
が
緩
和
さ
れ
る

65
,4
48

43
,1
96

0

10
,0
00

20
,0
00

30
,0
00

40
,0
00

50
,0
00

60
,0
00

70
,0
00

W
IT
HO

U
T

W
IT
H

ト
ン

‐
C

/
年

CO
2排

出
量

5,
10

5

3,
84

0

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

W
IT
HO

U
T

W
IT
H

ト
ン
/年

N
O
X排

出
量

約
3
4
％

削
減

約
2
5
％

削
減

徳
山

下
松

港
新

南
陽

地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
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９
．
コ
ス
ト
縮

減
等

の
方

策

■
浚
渫
土
砂
の
土
砂
処
分
場
へ
の
揚
土
方
法
の
見
直
し

・
当
初
、
揚
土
方
法
を
「
空
気
圧
送
船
」
で
計
画

・
コ
ス
ト
縮
減
の
観
点
よ
り
、
現
地
状
況
等
を
考
慮
し
、
「
リ
ク
レ
ー
マ
船
」
で
の
揚
土
方
法
へ
見
直

し
た
結
果
、
約
1
.3
億
円
の
コ
ス
ト
縮
減
が
図
れ
ら
れ
た

当
初

：
空

気
圧

送
船

に
て
投

入

見
直

し
：
リ
ク
レ
ー
マ
船

に
て
投

入

徳
山

下
松

港
新

南
陽

地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

空
気

圧
送

船

リ
ク
レ
ー
マ
船

排
砂
管

・
作

業
船

費
用

が
高

価

・
排

砂
管

等
の
設

置
・
撤

去
が
発

生

・
作

業
船

費
用

が
安

価

・
排

砂
管

等
の
設

置
・
撤

去
が
不

要

14



1
0
．
投

資
効

果
徳

山
下

松
港

新
南

陽
地

区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

(1
2
0
.0

)

(9
0
.0

)

(6
0
.0

)

(3
0
.0

)

0
.0

3
0
.0

6
0
.0

9
0
.0

1
2
0
.0

H
9

H
1
4

H
1
9

H
2
4

H
2
9

H
3
4

H
3
9

H
4
4

H
4
9

H
5
4

H
5
9

H
6
4

H
6
9

H
7
4

H
7
8

初
期

投
資

費
用

管
理

運
営

費
便

益
事

業
費

現
在

価
値

便
益

現
在

価
値

■
費

用
便

益
分

析
結

果

要
因

事
業

全
体

残
事

業

－
10

%
＋

10
%

－
10

%
＋

10
%

需
要

量
2
.0

2
.5

3
.0

3
.7

事
業

費
2
.4

2
.1

3
.7

3
.0

事
業

期
間

2
.3

2
.2

3
.4

3
.3

項
目

事
業

全
体

残
事

業

費
用

（
C

）
3
6
7
億

円
1
9
8
億

円

事
業

費
3
6
6
億

円
1
9
7
億

円

維
持

管
理

費
1
億

円
1
億

円

便
益

（
B

）
8
2
1
億

円
6
5
6
億

円

海
上

輸
送

コ
ス

ト
削

減
便

益
8
1
8
億

円
6
5
3
億

円

残
存

価
値

3
億

円
3
億

円

純
現

在
価

値
（
B

-
C

)
4
5
4
億

円
4
5
9
億

円

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）
2
.2

3
.3

■
感

度
分

析
結

果
（
Ｂ

／
Ｃ

に
よ

る
分

析
）

※
端

数
処

理
の

た
め

、
各

項
目

の
金

額
の

和
は

必
ず

し
も

合
計

と
は

な
ら

な
い

。
※

本
表

中
の

額
は

、
平

成
23

年
度

を
基

準
年

と
し

て
現

在
価

値
化

し
た

後
の

も
の

で
あ

る
。

費
用

便
益

分
析

の
結

果
、

○
純

現
在

価
値

（
B

-
C

）
=
4
5
4
億

円
○

費
用

便
益

比
（
B

/
C

）
=
 2

.2
と

な
り

、
十

分
な

投
資

効
果

が
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

事
業

費
管

理
運

営
費

完
成

後
の

評
価

期
間

（
5
0
年

）

暫
定

利
用

開
始

（
H

2
3
～

）
事

業
全

体
に

お
け

る
便

益

残
存

価
値

を
含

む

億
円

※
H
23

～
H
28

は
、

水
深
10
m

で
暫

定
利

用
（
10
,0
00
D
W
T→

12
,0
00
D
W
Tへ

船
舶

が
大

型
化

）

事
業

期
間

注
：
費

用
対

効
果

分
析

に
係

る
項

目
は

H
2
3
年

評
価

時
点
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1
1
．
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

①
事
業
の
必
要
性
等
の
視
点

１
）
事

業
を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

２
）
事
業
の
投
資
効
果

費
用
便
益
比
（
Ｂ
／
Ｃ
）

＝
2
.2
（
事
業
全
体
）

3
.3

（
残
事
業
）

注
：
費
用
対
効
果
分
析
に
係
る
項
目
は
H
2
3
年
評
価
時
点

３
）
事
業
の
進
捗
状
況

◇
総

事
業

費
：

3
6
0
億
円

（
既
投
資
額
：
3
2
4
億
円
）

◇
残

事
業

費
：

3
6
億

円
◇

事
業

進
捗

率
：

9
0
％

（
平

成
2
6
年

度
末

）

②
事
業
の
進
捗
の
見
込
み

◇
平
成
2
8
年
度
完
了
予
定
。

③
コ
ス
ト
縮

減
や
代

替
案

立
案

等
の
可

能
性

◇
浚
渫
土
砂
の
揚
土
方
法
を
見
直
し
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る

【
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）
】

上
記

(
1
)
、
(
2
)
の
各

視
点

に
よ
り
、
効

果
が
十

分
に
見

込
ま
れ
る
と
判

断
で
き
、
港

湾
利

用
者

か
ら
も
早

期
完

成
が
強

く
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
継
続
が
妥
当

（
１
）
再

評
価

の
視

点

（
２
）
港

湾
管

理
者

へ
の
意

見
照

会
結

果

◇
対
応
方
針
（
原
案
）
に
つ
い
て
は
異
存
な
し
。
引
き
続
き
、
早
期
完
成
に
向
け
て
、
コ
ス
ト
縮
減
等
を
考
慮
の
上
、
事
業
の
促
進
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
平
成
1
6
年
度
に
新
南
陽
地
区
岸
壁
（
水
深
-
1
2
m
）
が
完
成

◇
平
成
2
3
年
か
ら
当
該
岸
壁
で
石
炭
（
輸
入
）
の
取
扱
実
績
が
あ
り
、
近
年
で
は
年
間
約
2
0
0
万
ト
ン
の
取
扱
が
あ
る

◇
平
成
2
9
年
度
に
、
背
後
立
地
企
業
の
生
産
設
備
の
増
強
や
、
石
炭
火
力
発
電
所
の
稼
働
が
予
定
さ
れ
、
原
料
の
石
炭
の
取
扱
量
が
増
加
す
る
見
込
み

徳
山

下
松

港
新

南
陽

地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
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事
項

前
回
評
価

（
H
2
3
再

評
価
)

今
回
評
価

(
H
2
6
再
評
価
)

備
考

（
前

回
評

価
時

か
ら
の
変

更
点

）

事
業
諸
元

岸
壁
（
-
1
2
m
）

泊
地
（
-
1
2
m
）

航
路
（
-
1
2
m
）

臨
港
道
路

ふ
頭

用
地

岸
壁
（
-
1
2
m
）

泊
地
（
-
1
2
m
）

航
路
（
-
1
2
m
）

臨
港
道
路

ふ
頭

用
地

変
更

無
し

事
業
期
間

平
成
9
年
度
～

平
成
2
8
年
度

平
成
9
年
度
～

平
成
2
8
年
度

変
更

無
し

総
事
業
費

（
現

在
価
値
化
前
）

3
6
0
億
円

3
6
0
億
円

変
更
無
し

総
費
用
（
C
)

3
6
7
億
円

3
6
7
億
円

注
：
費

用
対

効
果

分
析

に
係

る
項

目
は

H
2
3
年

評
価

時
点

総
便
益
（
B
)

8
2
1
億

円
8
2
1
億
円

注
：
費

用
対

効
果

分
析

に
係

る
項

目
は

H
2
3
年

評
価

時
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徳山下松港新南陽地区国際物流ターミナル整備事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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【参考資料１】

平成 23 年度

山口県

事業名(箇所名)
国際物流ターミナル整備事業
（徳山下松港 新南陽地区）

担当課 本省港湾局計画課

　港湾 （　港湾整備事業 ） 事業評価カルテ（再評価）

事業
主体

中国地方整備局

担当課長名 松原　裕

主な事業の諸元

岸壁(-12m)、航路・泊地（-12m)、臨港道路、ふ頭用地

該当基準 再評価実施後、一定期間が経過している事業（経過措置）

実施箇所

カルテ表示項目

山口県周南市

検索対象都道府県指定（複数可）

完了 平成 28事業期間 事業採択 平成 9 年度

総事業費（億円） 360 残事業費(億円) 222

年度

便益の主な根拠

船舶の大型化による、海上輸送コスト削減便益（H23以降予測取扱貨物量：270万トン/年）

目的・必要性

石炭等のバルク貨物を輸送する船舶の大型化に対応した国際物流ターミナルを整備する。

事業全体の
投資効率性

基準年度 平成 23

B:総便益(億円) 821 C:総費用(億円)

年度

全体B/C 2.2 B-C367 454 EIRR (%) 8.0

残事業の投資効率性 B:総便益(億円) 656 C:総費用(億円) 198 継続B/C 3.3

感度分析

事業全体のＢ／Ｃ 残事業のＢ／Ｃ

需　　要（-10%～+10%） （ 2.0 ～ ～ 3.7 ）2.5 ） （ 3.0

建 設 費（+10%～-10%） （ 2.1 ～ ～ 3.7 ）2.4 ） （ 3.0

建設期間（+10%～-10%） （ 2.2 ～

事業の効果等

石炭等のバルク貨物の安定的かつ低廉な輸送が確保され、基礎素材型産業の国際競争力強化と地域経
済の発展に寄与する。

～ 3.4 ）2.3 ） （ 3.3

主な事業の
進捗状況

総事業費360億円、既投資額138億円
平成22年度末現在　事業進捗率38%

社会経済情勢等
の変化

・平成20年5月、背後企業の新規石炭火力発電所が稼働を開始し、石炭の需要が増加。
・平成22年11月、新南陽地区岸壁(-12m)背後に貯炭場が完成。
・平成23年1月末、新南陽地区岸壁(-12m)での輸入石炭の取扱を開始。
・平成23年5月末、徳山下松港・宇部港が国際バルク戦略港湾（石炭）に選定。

コスト縮減や
代替案立案等の可
能性

浚渫土砂の投入方法を見直し、平成23年度に約130百万円のコスト縮減を図る。

主な事業の
進捗の見込み

平成28年度に完成予定

対応方針 継続

対応方針理由
十分な事業の投資効果が確認され、港湾利用者からも早期完成が強く要望されているため。

貨幣換算が困難な
効果等による評価

評価の観点 貨幣換算が困難な効果

環境 海上輸送効率化により、排出ガスの低減が図られる。

国際競争力強
化・物流効率化

・背後に立地する基礎素材型産業の主要な原材料等バルク貨物の物流効率化が図ら
れ、我が国産業の国際競争力が向上し、雇用が確保されるとともに、基礎素材を使用す
る広範な産業に裨益が期待される。
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【参考資料４－１】

〔船舶の大型化による、海上輸送コスト削減便益〕

■【H23d～H28d】

without時 with時 備考
貨物量 便益対象貨物量（トン/年） ① 企業ヒアリングより

仕出国 企業ヒアリングより
仕出港 企業ヒアリングより

利用船舶（DWT) ② 10,000 12,000
港湾の施設の技術上の基準・同解説より

年間利用隻数（隻/年） ③ 135 113 ①/②

一日あたりの傭船料（千円/日・隻） ④ 1,629 1,791
without：マニュアル値（1.0万DWT）
with：マニュアル値より推定（1.2万DWT）

日本までの航海日数 ⑤ 企業ヒアリングより（往復）
日本までの一隻あたりの傭船料（百万円/隻） ⑥ 26.1 28.7 ④*⑤
日本までの年間傭船料（百万円） ⑦ 3,518.6 3,238.1 ③*⑥
一次輸送費用削減便益（百万円/年） ⑧ △：単年度計算

without時 with時 備考

貨物量 便益対象貨物量（トン/年） ① 企業ヒアリングより
仕出国 企業ヒアリングより
仕出港 企業ヒアリングより

利用船舶（DWT) ② 10,000 12,000
港湾の施設の技術上の基準・同解説より

年間利用隻数（隻/年） ③ 81 68 ①/②

一日あたりの傭船料（千円/日・隻） ④ 1,629 1,791
without：マニュアル値（1.0万DWT）
with：マニュアル値より推定（1.2万DWT）

日本までの航海日数 ⑤ 企業ヒアリングより（往復）
日本までの一隻あたりの傭船料（百万円/隻） ⑥ 45.6 50.1 ④*⑤
日本までの年間傭船料（百万円） ⑦ 3,694.6 3,410.1 ③*⑥
一次輸送費用削減便益（百万円/年） ⑧ △：単年度計算

without時 with時 備考
貨物量 便益対象貨物量（トン/年） ① 企業ヒアリングより

仕出国 企業ヒアリングより
仕出港 企業ヒアリングより

利用船舶（DWT) ② 10,000 12,000
港湾の施設の技術上の基準・同解説より

年間利用隻数（隻/年） ③ 54 45 ①/②

一日あたりの傭船料（千円/日・隻） ④ 1,629 1,791
without：マニュアル値（1.0万DWT）
with：マニュアル値より推定（1.2万DWT）

日本までの航海日数 ⑤ 企業ヒアリングより（往復）
日本までの一隻あたりの傭船料（百万円/隻） ⑥ 9.8 10.7 ④*⑤
日本までの年間傭船料（百万円） ⑦ 527.8 483.6 ③*⑥
一次輸送費用削減便益（百万円/年） ⑧ △：単年度計算

　国際物流ターミナルを整備することにより、岸壁並びに航路水深が12.0ｍとなり、標準船型30,000DWTの船舶が入港可能となるため、大型船舶を利用するこ
とによる海上輸送コストの削減ができる。
　なお、石炭輸出国の今後の動向から、インドネシアは、今後内需の拡大により石炭輸出の伸びは減少し、やがて頭打ちになる可能性が高く、オーストラリア
は、石炭輸出需要の拡大に伴い、インフラ整備・拡充が進められており、今後オートラリアへの依存度は高まると予想される。また、中国では国内需要増のた
め、2004年より輸出量は減少し、輸入量が増加していることから、将来は石炭純輸入国に転じる可能性が高い。
　上記から、オーストラリアのインフラ整備が2020年(H32)までに完成するとして、H33から、オーストラリアを50％とした。

【石炭輸入割合】
・石炭取扱貨物量：270万トン(H23～)
・石炭輸入割合：「インドネシア：オーストラリア：中国＝5：3：2」（H23～H32)
　　　　　　　　　　　　　 ：「インドネシア：オーストラリア：中国＝5：5：0」（H33～)

【WITHOUT時】
・利用船舶：10,000DWT
【WITH時（-10m暫定供用)】(H23～H28)
・利用船舶：12,000DWT
【WITH時(-12m供用)】(H29～)
・利用船舶：30,000DWT
　
　以上、プロジェクトの実施により、輸送費用が45.98億円／年削減可能(H33～)となる。

石炭（中国）

内容

一次輸送

6

石炭（インドネシア）

内容

一次輸送

16

280.5

バリクパパン港

ファンファ港

810,000

540,000

ﾆｭｰｶｯｽﾙ港

1,350,000
インドネシア

284.5

中国

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

28

44.2

石炭（オーストラリア）

内容

一次輸送
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【参考資料４－１】

■【H29d～H32】

without時 with時 備考
貨物量 便益対象貨物量（トン/年） ① 企業ヒアリングより

仕出国 企業ヒアリングより
仕出港 企業ヒアリングより

利用船舶（DWT) ② 10,000 30,000
港湾の施設の技術上の基準・同解説より

年間利用隻数（隻/年） ③ 135 45 ①/②

一日あたりの傭船料（千円/日・隻） ④ 1,629 2,565
without：マニュアル値（1.0万DWT）
with：マニュアル値（3.0万DWT）

日本までの航海日数 ⑤ 企業ヒアリングより（往復）
日本までの一隻あたりの傭船料（百万円/隻） ⑥ 26.1 41.0 ④*⑤
日本までの年間傭船料（百万円） ⑦ 3,518.6 1,846.8 ③*⑥
一次輸送費用削減便益（百万円/年） ⑧ △：単年度計算

without時 with時 備考
貨物量 便益対象貨物量（トン/年） ① 企業ヒアリングより

仕出国 企業ヒアリングより
仕出港 企業ヒアリングより

利用船舶（DWT) ② 10,000 30,000
港湾の施設の技術上の基準・同解説より

年間利用隻数（隻/年） ③ 81 27 ①/②

一日あたりの傭船料（千円/日・隻） ④ 1,629 2,565
without：マニュアル値（1.0万DWT）
with：マニュアル値（3.0万DWT）

日本までの航海日数 ⑤ 企業ヒアリングより（往復）
日本までの一隻あたりの傭船料（百万円/隻） ⑥ 45.6 71.8 ④*⑤
日本までの年間傭船料（百万円） ⑦ 3,694.6 1,939.1 ③*⑥
一次輸送費用削減便益（百万円/年） ⑧ △：単年度計算

without時 with時 備考
貨物量 便益対象貨物量（トン/年） ① 企業ヒアリングより

仕出国 企業ヒアリングより
仕出港 企業ヒアリングより

利用船舶（DWT) ② 10,000 30,000
港湾の施設の技術上の基準・同解説より

年間利用隻数（隻/年） ③ 54 18 ①/②

一日あたりの傭船料（千円/日・隻） ④ 1,629 2,565
without：マニュアル値（1.0万DWT）
with：マニュアル値（3.0万DWT）

日本までの航海日数 ⑤ 企業ヒアリングより（往復）
日本までの一隻あたりの傭船料（百万円/隻） ⑥ 9.8 15.4 ④*⑤
日本までの年間傭船料（百万円） ⑦ 527.8 277.0 ③*⑥
一次輸送費用削減便益（百万円/年） ⑧ △：単年度計算

■【H33d～】

without時 with時 備考
貨物量 便益対象貨物量（トン/年） ① 輸出国の動向から設定

仕出国 企業ヒアリングより
仕出港 企業ヒアリングより

利用船舶（DWT) ② 10,000 30,000
港湾の施設の技術上の基準・同解説より

年間利用隻数（隻/年） ③ 135 45 ①/②

一日あたりの傭船料（千円/日・隻） ④ 1,629 2,565
without：マニュアル値（1.0万DWT）
with：マニュアル値（3.0万DWT）

日本までの航海日数 ⑤ 企業ヒアリングより（往復）
日本までの一隻あたりの傭船料（百万円/隻） ⑥ 26.1 41.0 ④*⑤
日本までの年間傭船料（百万円） ⑦ 3,518.6 1,846.8 ③*⑥
一次輸送費用削減便益（百万円/年） ⑧ △：単年度計算

without時 with時 備考
貨物量 便益対象貨物量（トン/年） ① 輸出国の動向から設定

仕出国 企業ヒアリングより
仕出港 企業ヒアリングより

利用船舶（DWT) ② 10,000 30,000
港湾の施設の技術上の基準・同解説より

年間利用隻数（隻/年） ③ 135 45 ①/②

一日あたりの傭船料（千円/日・隻） ④ 1,629 2,565
without：マニュアル値（1.0万DWT）
with：マニュアル値（3.0万DWT）

日本までの航海日数 ⑤ 企業ヒアリングより（往復）
日本までの一隻あたりの傭船料（百万円/隻） ⑥ 45.6 71.8 ④*⑤
日本までの年間傭船料（百万円） ⑦ 6,157.6 3,231.9 ③*⑥
一次輸送費用削減便益（百万円/年） ⑧ △：単年度計算

石炭（インドネシア）

内容
1,350,000

一次輸送

インドネシア
バリクパパン港

16

1,671.8

540,000

石炭（オーストラリア）

内容
810,000

一次輸送

オーストラリア
ﾆｭｰｶｯｽﾙ港

28

1,755.4

16

1,671.8

中国
ファンファ港

6

250.8

1,350,000
インドネシア

バリクパパン港

石炭（オーストラリア）

石炭（インドネシア）

内容

一次輸送

一次輸送

石炭（中国）

内容

内容

一次輸送

オーストラリア
ﾆｭｰｶｯｽﾙ港

28

2,925.7

1,350,000
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【参考資料４－２】

〔残存価値〕

【残存価値】

42,000

23,100

9.7

50

50

16,991

17.0

※事業終了後H29～H78

Ａ：当初価格（百万円）

Ｌ：投資、再投資からの年数（年）

《航路・泊地》

(1-9/10・l/L）×A：残存価値（億円）

土地単価（円/m2）

残存価値（億円）

　プロジェクトの供用期間の終了とともに、その時点で残っている資産を残存価値として精算されると仮定す
る。
　本プロジェクトにおいて残存価値を計上できる、ふ頭用地と航路・泊地の残存価値を計上する。
　供用期間の終了とともに、26.7億円の残存価値が発生する。

項　　目 with時 without時

《ふ頭用地》

ふ頭用地面積（m2）

l：耐用年数（年）
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【参考資料５】

徳山下松港新南陽地区国際物流ターミナル整備事業 【再評価】

（１）事業費

 全体事業費
（億円）

 残事業費
（億円）

工事費 321.2 203.3

岸壁（-12m） 33.8 0.0

基礎工 240 m 2.0 0.0

本体工 240 m 16.7 0.0

上部工 240 m 10.0 0.0

舗装工 240 m 0.2 0.0

附属工 240 m 4.9 0.0

航路・泊地（-12m） 287.4 203.3

浚渫工 3,392,000 m3 287.4 203.3

用地費及補償費 4.4 3.2

 用地費 1  式 

 補償費 1  式 4.4 3.2

間接経費 28.9 14.0

道路（補助事業） 240 m 0.8 0.8

埠頭用地（起債事業） 4.2 ha 5.0 0.6

合計 360.3 221.9

※港湾請負工事積算基準及び類似事業箇所の実績より算出している。

（２）管理運営費

金額
（億円／年）

1 式 0.05

※港湾管理者ヒアリングより

項目 数量

管理運営費

項目  数量 
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徳山下松港 新南陽地区 国際物流ターミナル整備事業

〔山口県への意見照会と回答〕
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（別紙）

【港湾事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

徳山下松港新南陽地区
国際物流ターミナル整備事業

継続

■ご意見の送付期限　：　平成２６年８月２５日（月）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先

　　〒730-8530

　　広島市中区上八丁堀6-30

　　　中国地方整備局　企画部　企画課長　宛

■お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　加田

　　　　　施策分析評価係長　森浦

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。
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